
枚方市学校園安全共済会会則 
（名称）第１条 この会は、枚方市学校園安全共済会と称する。 
（事務所）第２条 この会の事務所は、枚方市教育委員会内に置く。 
（目的）第３条 この会は、市立学校園の管理下における災害に関して、第５条（入会）の定めに基
づいて入会した会員に属する園児・児童・生徒に対して必要な給付を行う互助共済組織として学校
教育活動の円滑を図ることを目的とする。また、市立学校園の管理下における災害への予防教育活
動を合わせて行うものとする。２ 市立学校園の管理下とは、独立行政法人日本スポーツ振興セン
ターの適用範囲とする。 
（会員資格）第４条 この会の会員資格は、市立学校園に在籍する園児・児童・生徒をもつ保護者全
員を対象とする。 
（入会）第５条 入会に際しては、会の趣旨に賛同し入会手続き期間内に入会届を提出し、所定の期
日までに会費を納入するものとする。２ この会への中途入会は、原則受け付けないものとする。 
但し、新たに市立学校園に転入してきた園児・児童・生徒をもつ保護者と、理事会で承認を得た保護
者は中途入会を認める。 
（退会）第６条 会員に属する園児・児童・生徒が市立学校園より転出した時点において、会員は自
動退会とする。ただし、任意退会を希望する場合は、退会届を共済会事務局に提出し、受理された時
点で退会できる。尚、如何なる理由に拘わらず、既に納付した会費は返金しない。 
（役員）第７条 この会に次の役員を置く。（１）理事長１名（２）副理事長２名（３）理事若干名
（４）会計監査２名 
（役員の職務）第８条 理事長は、この会を代表し、理事会の決定に基づき会務を総括する。２ 副
理事長は、理事長を補佐し、理事長が事故ある時はその職務を代行する。３ 理事は、理事会を構成
し、会務を審議決定する。４ 会計監査は、会計を監査する。 
（役員の選出）第９条 理事長は、理事の互選により選出する。ただし、選出母体を枚方市ＰＴＡ協
議会と校長会・園長会及び教育委員会事務局とする理事の中から選出する。２ 副理事長は、理事の
中より理事長が指名する。３ 理事は、次に掲げる団体からそれぞれ若干名選出された者とする。
（１）枚方市ＰＴＡ協議会（２）校長会・園長会（３）教頭会（４）養護教諭部会（５）教育委員会
事務局 ４ 会計監査は、枚方市ＰＴＡ協議会及び校長会から選出する。 
（役員の任期）第１０条 役員の任期は１年とする。ただし、後任者が選出されるまでの間、その職
務を行うことができる。２ 補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。３ 役員
の再任は、妨げない。 
（事務局）第１１条 この会の会務を処理するために事務局を置く。２ 事務局に事務局長その他
必要な職員を置く。３ 事務局は、必要に応じ参与を置くことができる。 
（会議）第１２条 この会の会議は次のとおりとする。（１）総会（２）理事会（３）審査委員会 ２ 
総会は、理事長より委任を受けた保護者代表７名（幼稚園１名・小学校５名・中学校１名）と理事長、
副理事長、理事、会計監査をもって構成し、次の事項を決定する。（１）事業計画及び収支予算の決
定（２）事業報告及び収支決算の承認（３）その他この会の運営に関する重要な事項３ 総会は原則
として年１回行うものとし、理事会は原則として毎学期ごとに１回開催する。ただし、理事長が必要
と認めたときは、臨時に総会及び理事会を開催することができる。４ 総会及び理事会は、構成人員
の２分の１以上で成立し、出席者の過半数をもって決する。ただし、委任状は出席数とする。５ 審
査委員会は、事務局の要請により理事長が必要と認めた場合、随時開催することができる。委員の構
成は、理事のうち校長から１名、養護教諭から１名、枚方市ＰＴＡ協議会から１名の計３名で構成す
る。この審査委員会では、給付の基準など、事務局では判断しにくい内容について、給付対象にする
べきかどうか等を、厳正に審査するものとする。 
（専決）第１３条 理事長が必要と認める緊急な事項は、理事会を経て専決することができる。ただ
し、次の総会において報告し、承認を求めなければならない。 
（会計）第１４条 この会の会計は、会費及びその他をもってこれに充てる。 
（会費）第１５条 この会の会費は、毎年５月１日現在の在籍児童・生徒１人につき年間２５０円と
する。ただし、園児は１００円とする。尚、第５条第２項に定める中途入会者の会費も上記と同額と
する。２ 要保護、準要保護家庭の園児・児童・生徒の会費は、枚方市学校園安全共済会事業基金よ
り拠出する。３ 会費は、保護者個人負担とし、市立学校園でまとめて納入するものとする。ただ
し、特別な事情がある場合は、理事会の承認を得て免除することができる。 
（事業）第１６条 この会は、第３条の目的を達成するために次の事業を行う。（１）補填料の給付
（２）移送料の給付（３）医療費の立替貸付（４）障害見舞金・死亡弔慰金の給付（５）その他第３
条に定める目的の達成に必要と思われる事業 ２ この会が行う給付事業に関しては、受益者負担
の互助共済として、給付対象は会員に属する園児・児童・生徒のみとする。給付事業以外に関して
は、市立学校園の園児・児童・生徒全員を対象とする。 
（行政との関係）１７条 この会は、会の目的及び事業の性格上、枚方市並びに枚方市教育委員会の
本会に対する理解と協力を求め、本会育成のため積極的な行政上の指導と援助を受けることができ
る。 
（事業遂行規定）第１８条 第１６条各号の事業遂行に関する規程は、別に定める。 
（事業年度）第１９条 この会の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年の３月３１日に終わる。 
（会則の変更）第２０条 この会則の変更は、総会の承認を得て行うことができる。 
附則 この会則は、昭和５０年１０月７日より施行する。（中略）この会則は、令和５年４月１５日
から施行する。尚、令和５年４月１５日付けの改定に伴い、下記の特例対応を実施する。１．第５条
（入会）に関する規定、並びに第１５条（会費）に関する規定は、令和５年度の事業年度に遡って適
用する。２．会則改定に伴い、新たに当共済会の運用規定を設ける。 


